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ζ

の
概
報
に
は
、
先
に
公
刊
し
た
『
平
城
宮
発
掘
制
調
査
出
土
木
簡
概
綴

(三

(ニ

O
O七
年
十

一
月
刊
)
以
後
に
平
城
宮
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡

十
八
}
』

の
う
ち
主
要
な
も
の
、

及
び
問
答
に

一
部
を
削
報
告
し
た

『
一
際
大
寺
食
堂
院
木

簡
』
の
続
報
を
収
録
す
る
。

一、

木
簡
の
出
土
地
点
と
状
況

第
四
二
九
・
四
回

O
次
回開
査
(6
A
A
F
隠
)

(ニ

O
O
八
年
一
月

1
四
月
、
二

O
O八
年

一
二
月

i
二

O
O九
年
二
月
)

平
城
宮
第
二
次
大
極
鍛
院

・
東
区
朝
堂
院

・
籾
祭
殿
院
の
東
側
に
は
、
南
北

に
大
き
く
四
区
画
の
官
街
プ
ロ
ッ
ク
が
速
な
り
、
東
方
宮
衡
と
呼
ん
で

い
る
。

こ
の
各
官
街
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い

て
、
六

m
一
帽
の
ト
レ
ン
チ
を
東
西
方
向
と
南
北

方
向
に
設
け
、

遺
跡
の
視
要
を
把
握
す
る
た
め

の
発
掘
調
査
を
北
か
ら
順
に
進

め
て
お
り
、
第
四
二
九
次
調
査
は
そ
の
第
二
年
次
に
あ
た
る
。
調
査
面
積
は
、

計
一
=
ご

四
ば
で
あ
る
。

東
方
官
衡
の
ト
レ
ン
チ
調
査
の
最
重
要
課
題
は
、
内
漢
の
東
を
潮
流
す
る
基

静
排
水
路

S
D
二
七

O
O
の
行
方
で
あ
る
。
真
南
に
あ
た
る
地
点
に
は
朝
堂
院

南
方
官
術
が
位
置
す
る
か
ら
、

S
D
二
七

O
O
は
こ
こ
ま
で
は
逮
せ
ず
、
四
プ

ロ
ッ
ク
の
い
ず
れ
か
の
境
で
東
に
折
れ
、
東
方
官
街
と
東
院
の
聞
の
宮
内
道
路

の
西
側
溝
に
あ
た
る
南
北
鴻
S
D
三
悶

一
O
に
合
流
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

S

D
二
七

O
Oは、

北
か
ら
二
つ
め
の
宮
街
プ
ロ
ッ
ク
に
お

潟
査
の
結
果
、

い
て
も
ま
っ
す
ぐ
南
流
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

埋
土
は
砂
機
で

か
な
り
の
水
量
が
あ
っ
た
状
況
を
示
す
。
内
面
沢
東
側
で
み
ら
れ
た
よ
う
な
竪
周

な
石
積
み
護
隊
は
な
く
、
簡
車
内
な
杭
に
よ
る
護
岸
が
残
る
だ
け
で
あ
る
。
今
回

南
北
ト
レ
ン
チ
南
端
で
東
西
万
向
の
直
線
的
な
泌
を
検
出
し
た
が
、
週
土
は
粘

土
と
木
屑
の
腐
を
主
体
と
し、

S
D
ニ
七

O
Oと
は
全
く
鎌
相
を
異
に
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
、

S

D
二
七

O
Oが
こ
こ
で
東
折
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
朝
堂

院
東
門
か
ら
東
に
延
び
る
宮
内
道
路
を
越
え
て
三
つ
自
の
官
街
プ
ロ
ッ
ク
に
達

し
て
い
た
の
か
の
最
終
的
判
断
は
、
次
回
の
調
査
成
果
を
侠
つ
必
要
が
あ
る
。

S
D
二
七

O
O
の
東
西
で
官
術
の
様
相
は
大
き
く
異
な
る
。
西
側
で
は
{
自
衛

の
官
民
首
相
咽
い
っ
ぱ
い
に
展
開
す
る
こ
棟
の
倉
庫
と
み
ら
れ
る
礎
石
建
ち
総
柱
建

物
を
検
出
し
た
。
配
置
か
ら
み
て
大
規
模
な
倉
庫
群
を
構
成
し
て
い
た
と
み
ら

れ
、
民
部
省
康
院
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

一
方
東
側
で
は
、
密
度
の
高
い
抱
立
柱
建
物
群
を
検
出
し
た
が
、
ト
レ
ン

チ

調
査
で
あ
る
た
め
、
全
体
的
な
配
置
や
遺
構
変
遷
を
確
定
す
る
に
は
菱

っ
て
い

な
い
。
そ
の
中
で
、
調
査
区
南
部
の
官
街
プ
ロ
ッ
ク
薦
辺
に
近
い
部
分
で
、
大

規
模
な
廃
楽
土
坑

S
K
一
九
一
八
九
の
東
端
部
分
を
検
出
し
、
多
量
の
削
屑
を

含
む
木
屑
層
の
存
在
を
確
認
し
た
た
め
、
遺
構
の
全
容
を
把
援
し
た
上
で
、
遺

物
の
取
り
上
げ
を
図
る
べ
く
実
施
し
た

の
が
第
四
四

O
次
調
査
で
あ
る
。
調
査

、
•• 

8
 

一
部
第
四
二
九
次
調
査
と
重
鎮
さ
せ
た
許
二
五
五
ぽ
で
あ
る
。

木
崎聞
は
、
南
北
泌
S

D
ニ
七

O
O
{第
四
二
九
次
調
査
)
か
ら
七
七
点
(
う

ち
削
屑
五
九
点
)
、
土
坑

S
K
一
九

一
八
九
か
ら
約
二

O
O点
の
他
、
南
北
ト

レ
ン
チ
南
端
の
東
西
構
S
D
一
九

.
九
三
や
そ
の
北
の
土
坑
か
ら
も
出
土
し
た

が
、
整
理
中
の
た
め
、
次
号
以
降
に
報
告
す
る
こ
と
と
す
る
。

面
積
は
、



南
北
漕
S
D
二
七

0
0

南
北
方
向
の
基
幹
排
水
路
で
、

一時
期
の
変
遷
を
確

認
し
た
。

一
番
古
い
時
期
の
滋

I
は、

両
岸
を
径

一
O
佃
前
後
の
木
杭
で
護
岸

す
る
。
溝
幅
は
木
杭
の
心
身
で
約
二

・
八

m
、
深
さ
は
現
状
で
五

O
個
以
上
あ

る
。
縫
積
は
下
半
が
少
量
の
木
質
遺
物
を
含
む
砂
層
、
上
部
が
大
き
な
瓦
の
破

片
を
多
数
含
む
シ
ル
ト
で
、
木
簡
は
砂
層
か
ら
出
土
し
た
。
そ
の
後
溝
幅
を
三

-
五

m
以
上
に
広
げ
褐
色
の
砂
磯
の
堆
積
を
主
体
と
す
る
滋

E
、
さ
ら

東
い侠IJ

へ
拡
張
し
磯
を
主
体
と
す
る
溝
幅
最
大
三
・
八

m
の
潜
血
を
設
け
て
い
る
。

ず
れ
か
ら
も
多
量
の
土
器
と
瓦
が
出
土
し
た
。

土
坑

sun--九
一
八
九

m
南
北
約
七

m
の
規
模
の
土
坑
で
、

東
西
約

一一

さ
は
約

一
m
、
壁
は
比
較
的
直
に
立
ち
上
が
る
。
東
方
向
へ
二
回
の
拡
張
を
経

レ
ン
ズ
状
に
堆
積
す
る
木
屑
層
は
分

厚
い
と
こ
ろ
で
は
厚
さ
五

O
仰
に
も
達
す
る
。
土
坑
上
部
の
輪
郭
部
分
に
は
炭

層
が
廻
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
木
屑
層
が
次
第
に
炭
層
に
遷
移
し
、
土
坑
の
壁
面

に
沿
っ
て
立
ち
上
が
る
様
相
を
呈
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
土
坑
は
単
な

て
前
述
の
規
模
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

平
城
宮
で
は
初
め
て

の
焼
却
土
坑
の
可
能
性
が
高

い
。
周
辺
は
一
時
期
ゴ
ミ
処
理
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
み
ら
れ
、

S
K
一

る
廃
業
土
坑
で
は
な
く
、

九

一
八
九
の
西
に
も
問
機
の
焼
却
土
坑
が
さ
ら
に
い
く
つ
か
点
在
す
る
(
但

し
、
い
ず
れ
も
鋼
査
区
内
で
は
完
結
し
な
い
た
め
、
掘
り
下
げ
は
行
わ
ず
、
遺

物
の
取
り
上
げ
は
将
来
の
全
面
調
査
に
委
ね
る
こ
と
と
し
た
)
。

S
K
一
九

一
八
九
の
木
屑
層
か
ら
は
木
簡
を
は
じ
め
、
槍
扇
、
杓
子
、

サ
イ

コ
ロ
な
ど
の
さ
ま
ぎ
ま
な
木
製
品
、
平
城
宮

W
を
中
心
と
す
る
時
期
の
土
器
、

瓦
、
種
子
な
ど
、
多
穏
多
様
の
遺
物
が
出
土
し
た
。

ま
た
、
削
屑
も
多
量
に
含 深

X-145，2柑

X-14S，2S0 

Y-18，370 

第440次調査遺構平面図

Y-18，380 

図 1

一2-

出
し
を
進
め
て
い
る
。 埋

土
は
全
て
土
ご
と
持
ち
帰
り
、
整
理
室
で
造
物
の
洗
い

ま
れ
て
い
る
た
め
、

埋
土
は
遺
物
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
で
約
二
八

O
O箱
に
も

及
び
、
洗
浄
だ
け
で
数
年
を
要
す
る
と
み
ら
れ
る
が
、
最
終
的
に
は
数
万
点
を

超
え

こ
れ
ま
で
に
平
城
宮
跡
で
検
出
さ
れ
た
木
簡
群
を
進
か
に
上
回
る
規
模

順
次
報
告
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

の
木
簡
群
に
な
る
と
み
ら
れ
る
。
洗
浄
で
出
土
し
た
木
簡
に
つ
い
て
は
、
今
後

な
お

S
K
一
九

一
八
九
や
そ
れ
と

一
連
の
土
坑
に
接
さ
れ
る
形
で

平
城



言語誇孝子
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JG 
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JE 
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27 28 

宮
で
は
初
め
て
と
な
る
ト
イ
レ
の
可
能
性
の
あ
る
遺
構
を
検
出
し
た
。
理
土
の

分
析
か
ら
人
議
に
由
来
す
る
事
が
判
明
し
、
ま
た
瓜
の
種
子
や
簿
木
も
多
数
出

土
し
た
が
、

集
溜
め
の
可
能
性
も
あ
り
、
ト
イ
レ
と
は
断
定
で
き
な
い
。

値
骨
木

に
は
若
手
豊
容
の
時
間
る
も
の
が
あ
り
、
木
簡
を
二
次
利
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
が
、
文
字
と
し
て
釈
続
で
き
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
そ
の
他
の
透
併
の
詳
細

土坑SK19189断面図(JFライン東西畦北面反転)(上)と地区割図(下)

『
家
食
文
化
財
研
究
所

紀
要
二

O
O
九
』
を
多
照
さ
れ
た
い
。

に
つ
い
て
は

第
四

O
四
・
四

一
0
・
四
一
五
次
調
査

(
6
B
S
O
区
}

(二

O
O
六
年
五
月

i
-
O
月
)

平
城
京
跡
右
京

一
条
三
坊
八
坪

大
寺
旧
境
内
食
堂
院
推
定
地
)

に
お
い

て
実
施
し
た
、

マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
に
伴

う
発
掘
調
査
で
あ
る
。

木
簡
は
弁
戸

S

E
九
五

O
か
ら
出
土
し
た
。
持
ち
帰
つ

た
コ
ン
テ
ナ
約
一
二

O
O
箱
分
の
埋
土

の
洗
浄
を
進
め
た
結
果
、
木
簡
の
全
貌

が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
前
号
刊
行

以
降
に
明
ら
か
に
な
っ
た
主
な
木
簡
を

遺
構
な
ど
の
鮮
絢
に

つ
い

図2

紹
介
す
る
・

て
は
、
前
号
を
歩
開
閉
さ
れ
た
い
。

w 
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一一、

凡

例

(
ニ
木
簡
は
、
内
容
に
よ
り
、

文
書
、

-
守
』

a
E

・旬、

L
T
4
b

・

そ
の
他
の
順
に
排
列
す
る
の

を
原
則
と
し
、
便
宜
的
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。

(
二
)
釈
文
の
漢
字
は
、
概
ね
現
行
常
用
字
体
に
改
め
た
が
、
「
庚
」

『
寅
」
「
設
」

『嶋」

な
ど
に

つ
い
て
は
右

の
字
体
を
使
用
し
た
。

(三
)
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

『
龍」

木
衡
の
表
裏
に
文
字
が
あ
る
場
合
、

そ
の
区
別
を
示
す
。

。

木
簡
の
上
織
も
し
く
は
下
端
に
、
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
こ
と
を

一万
す
。

同

一
木
簡
と
機
定
さ
れ
る
が
直
接
接
続
せ
ず
、

中
間

の
.
字
以

上
が
不
明
な
こ
と
を
示
す
。

木
目
と
直
交
す
る
方
向

の
刻
線
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示

す
。

口
口
口

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
機
総
で
き
る
も
の。

n 

υ 

欠
鎮
文
字
の
う
ち
字
数
が
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

記
織
内
容
か
ら
、
上
ま
た
は
下
に
一

字
以
上

の
文
字
を
推
定
で

き
る
も
の
。
但
し
、
削
屑
に
つ
い

て
は
煩
雑
に
な
る
の

で、

の
記
号
は
省
略
し
た
。

U 

円

妹
消
に
よ
り
判
読
が
悶
難
な
も
の
。

妹
消
部
分
の
字
商
が
明
ら
か
な
場
合
に
綴
り、

付
し
た。

原
字
の
左
傍
に

ミ

{
X
〕

文
字
の
上
に
重
書
し
て
原
字
を
訂
正
し
て

い
る
場
合
、

訂
正
箇

...， 

所
の
左
傍
に

・
を
付
し
、

即
興
祭
、
追
筆
。

原
字
を
よ
の
要
領
で
右
傍
に
示
す
。

寸

合
点
。

校
訂
に
関
す
る
往
の
う
ち
、

本
文
に
置
き
換
わ
る
べ

き
文
字
を

会
む
も
の
・

右
以
外
の
校
訂
設
、

及
び
説
明
註
。

カ

編
者
が
加
え
た
設
で
、

疑
問
が
幾
る
も
の
。

マ
、

文
字
に
疑
問
は
な
い
が

意
味
が
通
じ
難
い
も
の
。

(
四
)
釈
文
下
の
上
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、

木
簡
の
長
さ

・
縮
・

厚
さ
を
示

す
(
単
位
は
醐
)
。

欠
損
・

二
次
的
整
形

の
場
合
、
副
知
存
部
分
の
法
量

を
括
弧
付
き
で
示
し
た
。

な
お
、
長
さ

・
幅
は
木
簡

の
文
字
の
方
向
に
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よ
る
。

削
屑
に
つ
い
て
は
、
法
量
の
表
記
を
省
略
し
た
。

(
五
)
釈
文
下
の
中
段
に
、
現
在
の
遺
存
の
形
態
を
示
す
型
式
務
号
を
記
し

た
。
型
式
番
号
は
次
の
通
り
で
、

四
桁
の
数
字
を
用
い
て
い
る
が
、
本

被
報
で
は
時
代
を
示
す
千
の
位
を
省
き
、

下
三
桁
で
表
し
た
。
な
お
、

一緒
と
は
、
木
簡
を
木
目
方
向
に
笹
い
た
時
の
上
下
両
端
を
い
う
。

由
。
ニ
型
式

長
方
形
の
材
の
も
の
。

。OH
m
型
式

長
方
形
の
材
の
側
面
に
孔
を
穿
っ
た
も
の
。

一
端
が
方
頭
で
、
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ

っ
て
、
原
形
の

失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
き
=
・

2
5
・
8
ω
N
・
2
2
・
2
明
白
型

2
5型
式

式
の
い
ず
れ
か
と
桃
定
さ
れ
る
。



gNH型
式

S
M
M型
式

g巴
型
式

guN型
式

由。ωω
型
式

由。ω∞
型
式

2
2型
式

g
z型
式

g
s型
式

2
2型
式

2
3型
式

2
2型
式

小
型
矩
形
の
も
の
。

小
型
矩
形
の
材
の

一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

長
方
形
の
材
の
両
舗
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
。
方
頭

・
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

長
方
形
の
材
の

一
一
端
に
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
。

長
方
形
の
材
の
一
織
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
、
他
端
を
尖
ら

せ
た
も
の
。

長
方
形
の
材
の
一
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は
折

損

・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は

g
2

・
2
ω
N
-
由。
ωω
・
2
8型
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

長
方
形
の
材
の

一
…
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
作
っ
た

も
の
。

長
方
形
の
材
の

一
端
の
・
左
右
を
削
り
、

右
に
切
り
込
み
を
も
つ
も
の
。

羽
子
板
の
柄
状
に
し、

長
方
形
の
材
の

一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
し
て
い

る
が
、
他
端
は
折
損

・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も

の
。
原
形
は
き

2
・
2
8型
式
の
い
ず
れ
か
と
機
定
さ
れ
る
。

長
方
形
の
材
の

一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

長
方
形
の
材
の

一
一
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、

他
端
は
折
損
・
腐
蝕

な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は

g
g
・
2
2型

式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

}
内
に
製
品

名
を
註
記
し
た
。

2
2型
式

用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

g
E型
式

折
損
・
割
畿
・
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
、

の
。

原
形
の
判
明
し
な
い
も

g
E型
式

削
屑
。

括
弧
内
の
番
号
は
、
二
次
的
懇
形
の
場
合
に
推
定
で
き
る
原
形
の
型
式

番
号
を
表
す
。

(
六
)
釈
文
下
の
下
段
に
出
土
地
点
を
示
す
小
地
区
名
(
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
・

数
字
)
を
記
し
た
。

2
は
地
区
不
明
を
一か
す
。
複
数
の
地
区
か
ら
出
土

し
た
断
片
が
接
続
し
た
場
合
は
、

地
区
名
を
+
で
併
記
し
た
。

な
お
、

第
四
四

O
次
調
査
で
は
、

土
坑

S
K
一
九

一
八
九
の
遺
物
の
取
り
上
げ

小
地
区
名
の
次

-6 -

を
特
に

一
m
の
グ
リ
ッ
ド
を
設
定
し
て
行
っ
た
た
め
、

左

に

「|
」

(
凶
2
参
照
)
。

で

-
m
グ
リ
ッ
ド
名
の
数
字
を
併
記
し
た

(
七
)
釈
文
の
出
土
地
点
の
下
に
付
し
た

げ
た
木
簡
を
示
す
。
例
え
ば
、

「
ど
印
は
、

}ま

口
絵
写
真
に
写
真
を
掲

「
図
版
二
」
に
対
応
す
る
。

「
持

N
』

本
容
の
作
成
は
、
都
減
発
掘
調
査
部
史
料
研
究
室
が
行
っ
た
。
木
簡
の
釈
読

に
は
、
渡
辺
晃
宏

・
馬
場
基
・
山
本
祭

・
浅
野
啓
介
・
桑
問
訓
也
が
あ
た
り
、

古
藤
真
平
・
井
上
幸
が
こ
れ
を
補
助
し
た
。
編
集
に
際
し
て
は
、
機
本
有
実
江

.
小
池
綾
子

・
杉
本
敬
子

・
寺
尾
淳
子
・
松
本
大
輪
・
南
島
真
理
子
各
氏
の
協

力
を
得
た
。
写
真
は
企
画
調
整
部
写
真
室
の
中
村

一
郎
の
撮
影
に
よ
る
。
本
書

の
編
集
は
渡
辺
晃
宏
が
担
当
し
た
。
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